
中学生が将来就きたい職業
ソニー生命株式会社が去年発表した「中高生が思い描く将来についての意識調査」から、

「中学生が将来なりたい職業ランキング」を紹介します。

〈男子〉

1位 YouTuberなどの動画投稿者 2位 プロeスポーツプレイヤー

3位 社長などの会社経営者・起業家 4位 ITエンジニア・プログラマー

5位 ゲーム実況者 6位 公務員、会社員、プロスポーツ選手

9位 教師・教員 10位 ボカロP（音声合成ソフト楽曲のクリエイター）

10位 弁護士、裁判官など法律関係

〈女子〉

1位 歌手・俳優・声優などの芸能人 2位 YouTuberなどの動画投稿者

3位 絵を描く職業（漫画家・イラストレーター・アニメーター）、美容師

5位 ボカロP（音声合成ソフト楽曲のクリエイター）、デザイナー（ファッション・インテリアなど）

7位 看護師、保育士・幼稚園教諭 9位 ショップ店員

10位 ゲーム実況者、カウンセラーや臨床心理士

ここ数年、「YouTuber」が上位に来ています。これも時代の流れなのでし

ょうか。男子１０位、女子５位の「ボカロP」という職業があること、恥ずかしな

がら私は知りませんでした。ネットで調べてみると、ボーカロイドという音声合

成ソフトとプロデューサーの頭文字を合わせて「ボカロＰ」と呼ぶそうです。こ

れまた今の時代を表す職業ですね。今、四中でアンケートをとったら、どんな

結果になるのでしょうか。

皆さんは将来、どんな仕事に就きたいですか。その仕事に就くためには、どんな勉強が必要

で、どんな高校や専門学校、あるいは大学にすすむ必要があるのか。資格をとる必要があるの

か。知っておきましょう。四中では「キャリア教育」といって、将来の自分の進路を自分で考えて、

切り拓いていく力を養うために、様々な取り組みを行っています。キャリア（career）とは、「生

涯」「経歴」「職業」という意味です。３年生は卒業後の進路選択、高校進学に向けて具体的に

考え、決めていかなければならない時期が近づいてきています。将来の自分の姿をイメージし、そ

の過程として高校を選んでほしいと思います。いっぱい悩んで、いっぱい考えて、保護者の方や

担任の先生と相談して、最後は自分で判断し、決めていきましょう。

研究授業を行いました
１４日（水）の6時間目、２年３組で畑中先生による理科の研

究授業を行いました。２年３組以外のクラスは下校してもらい、

他の先生方全員で畑中先生の授業を参観しました。化学反応

式を理解することを目的にした内容でしたが、すべての生徒に

わかりやすい授業になるよう工夫が凝らされていました。原子モ

デルを紙で色分けしたり、ＩＣＴ機器（タブレット端末、電子黒板）

も活用しながら、グループ活動を取り入れるなど、ていねいに準

備された授業でした。２年３組の皆さん、協力してくれてありがと

う。

授業の後、理科室に移動し、先生たち全員で授業のふり返り

を行いました。「評価基準を達成するための手立てはどうであっ

たか」「すべての生徒にわかりやすい授業であったか」「生徒は

主体的に学ぶことができていたか」というテーマでグループワー

クを行いました。いろんな意見が出ました。最後に、門真市教育委員会の指導主事の方から指

導助言をいただきました。今後の授業改善に生かしていきたいと思います。

大阪独自モデル「黄信号」（イエローステージ）へ
１４日（水）、大阪府の新型コロナウイルス感染対策の独自モデルが「赤信号」（レッドステー

ジ）から「黄信号」（イエローステージ）に移行しました。病床使用率が７日以上連続で５０％を

切る状態が続いており（昨日は３５ .８％）、新規陽性者数も減少傾向（昨日は６５０１人、門真市

は６６人）にあることから判断されました。でも、まだまだ数は多いままです。

これに伴い、学校の教育活動は以下のように変更になります。

①教育活動（授業）は「レベル３」から「レベル２」へ。

②クラブ活動は平日２時間、休日３時間まで活動可。

③今後も感染対策を徹底しながら教育活動をすすめていく。

「黄信号」に移行することになっても、感染対策を講じながら教育活動をすすめていくことには

変わりありません。コロナ禍も３年目に入り、マンネリ感、疲弊感が漂っていますが、学校は多くの

人が生活を送る公共の場所です。これからも気を引き締めていきましょう。

台風１４号接近中！
天気予報によるとこの週末、台風１４号が近畿地方を直撃するようで

す。明日あたりから天気が崩れるようです。もし、東部大阪に暴風警報が

発令されたら、クラブ活動は中止になりますので、こまめに天気予報を確

認するようにしてください。また、外出する時なども注意してください。
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